
2024（令和6）年4月、天王寺キャンパスに大阪市との協働による「みらい教育共創館」を開設。1～5Fは大阪教育大学みらい教育共創拠点、6～10Fは大阪市総合教育センターで構成され、未来教育へのシンボル的存在となる。

水まわりの特長
建物の特徴
「大阪教育大学」は、教員伝習所を起源とし、2024（令和6）年に創基150周年を迎える歴史と伝統を有する国内有数の国立大学。大阪府柏原市の金剛生駒紀泉国定公園内に約67万㎡のメインキャンパスを、大阪都心に天王寺キャンパスを擁する。2024（令和6）年春、国際都市として交通アクセスに優れる天王寺キャンパス内に、「日本の教育課題に対応し、新たな未来教育を創造する産官学連携による共創拠点」をコンセプトとする「みらい教育共創館」を大阪市との協働で完成。大阪教育大学と大阪市の合築施設として、1～5Fは大阪教育大学みらい教育共創拠点、6～10Fは大阪市総合教育センターで構成。産官学連携により、日本の教育の未来を変えていくシンボル的な存在となることをめざしている。

水まわりの特長
「みらい教育共創館」の建築構想や文部科学省より「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成を先導する教員養成フラッグシップ大学に指定されたことが契機となり、館内設計にはダイバーシティの観点が随所に取り入れられている。特にトイレは、その姿勢を象徴する施設になり得ることから「多様性を認める社会の実現をめざし、だれもが安心して快適に利用できるトイレ」がコンセプトとされた。1Fには、オールジェンダートイレを設置。学内外の利用者にむけて教育的効果を含め波及効果を図っている。トイレゾーンには、個室完結型の大便器ブースのほか、バリアフリートイレや授乳室、洗面コーナー、スタイリングコーナーを設置し、すべての利用者が快適に使用できるよう配慮されている。

１Fオールジェンダートイレ計画のポイントは「回遊型」と「個室完結型」。回遊型で初めての利用者や異性同士のすれ違いに配慮。個室完結型とし、すべての利用者が安心して利用できるようプライバシーに配慮した。

建築概要
名称	 大阪教育大学	天王寺キャンパス	みらい教育共創館
所在地	 大阪府大阪市天王寺区南河堀町4-88
施主	 国立大学法人	大阪教育大学、大阪市
設計	 株式会社内藤建築事務所
施工	 建築　株式会社松村組
	 電気　中央電設株式会社
	 機械　三機工業株式会社
竣工年月	 2024年1月
敷地面積	 45,572.35㎡
建築面積	 816.43㎡
延床面積	 6,066.79㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上10階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS497BP、	 CFS498BYLC
ウォシュレット	アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF583*AU系
ウォシュレット	アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF584*AUP系
壁掛ハイバック洗面器：LSG125AA／洗面器：L532／手洗器：LSE570BSF系
台付自動水栓：TLE26*06J系／自動水石けん供給栓：TLK07S01JA
コンパクトオストメイトパック：UAS81RSB2NW／背もたれ：EWC283CR
フィッティングボード：YKA41R／化粧鏡：YM4560F、YMK51K

ガラス張りの教室とオープンスペースがあり、さまざまな授業形態に対応した電子黒板や、2台のプロジェクターで1つの映像を投影できるリアルサイズプロジェクターなどの先端機器を完備している。

手洗い専用の洗面コーナーを設置。1Fにはトイレ以外に手洗い設備がないことから手洗いのみの利用や、大便器ブース内の手洗器がコンパクトなためしっかり手洗いしたい方に応えるなど、多種多様な利用を想定している。大便器ブースは、すべての利用者が気兼ねなく使用できるよう、個室内で用足しから手洗いまで行える個室完結型。また、就職活動などの着替えにも配慮して、広めのブースにはフィッティングボードを設置している。

1Fに設置したオールジェンダートイレ。エントランスホールに隣接しているため、トイレ正面に壁を設け、出入りが直接見えないように配慮。2F以上の各フロアには、男性・女性トイレ、バリアフリートイレを設置。

だれにでもわかりやすいサインとして、ピクトグラムを中心に構成。色彩は性別を問わないカラーを基調としている。また、視認性などを考慮しつつ、空間の雰囲気にも馴染むよう、材質や取付位置を検討した。教職員の仕事と子育ての両立支援、乳幼児を育てる大学院生・学生・留学生などに対する支援を考慮。学内のダイバーシティ推進のため、多様な利用者層を想定し、授乳室を設置している。車いす使用者やオストメイトに配慮したバリアフリートイレを設置。陶器カラーは、清潔感を与えつつ、内装の色彩と馴染みのよいカラーとして、アイボリーを選定している。

利用者が安心して使用できるように出入口を2ヶ所設け、行き止まりのない回遊型のレイアウトを採用。ブースの間仕切り壁は遮音性のよい仕様。さらに扉上部を垂れ壁にし、盗撮やプライバシーに配慮している。

大阪教育大学 	天王寺キャンパス	みらい教育共創館

jp.toto.com/com-et/jirei/ 2024.07 作成　無断複製・転載禁止 ©TOTO LTD. 2024 All Rights Reserved 29497

大阪教育大学 	天王寺キャンパス	みらい教育共創館

トイレ通路 利用者が安心して使用できるように出
入口を2ヶ所設け、行き止まりのない回
遊型のレイアウトを採用。ブースの間
仕切り壁は遮音性のよい仕様。さらに
扉上部を垂れ壁にし、盗撮やプライバ
シーに配慮している。

バリアフリートイレ 車いす使用者やオストメイトに配慮
したバリアフリートイレを設置。陶器カ
ラーは、清潔感を与えつつ、内装の色
彩と馴染みのよいカラーとして、アイボ
リーを選定している。

授乳室 教職員の仕事と子育ての両立支援、
乳幼児を育てる大学院生・学生・留学
生などに対する支援を考慮。学内の
ダイバーシティ推進のため、多様な利
用者層を想定し、授乳室を設置して
いる。

案内版・サイン だれにでもわかりやすいサインとして、
ピクトグラムを中心に構成。色彩は性
別を問わないカラーを基調としている。
また、視認性などを考慮しつつ、空間
の雰囲気にも馴染むよう、材質や取付
位置を検討した。

オールジェンダートイレ
入口

1Fに設置したオールジェンダートイレ。
エントランスホールに隣接しているた
め、トイレ正面に壁を設け、出入りが直
接見えないように配慮。2F以上の各フ
ロアには、男性・女性トイレ、バリアフリー
トイレを設置。

大便器ブース 大便器ブースは、すべての利用者が
気兼ねなく使用できるよう、個室内で
用足しから手洗いまで行える個室完
結型。また、就職活動などの着替えに
も配慮して、広めのブースにはフィッ
ティングボードを設置している。

洗面コーナー 手洗い専用の洗面コーナーを設置。
1Fにはトイレ以外に手洗い設備がな
いことから手洗いのみの利用や、大便
器ブース内の手洗器がコンパクトなた
めしっかり手洗いしたい方に応えるな
ど、多種多様な利用を想定している。

未来型教室
（オープンスペース）

ガラス張りの教室とオープンスペース
があり、さまざまな授業形態に対応し
た電子黒板や、2台のプロジェクター
で1つの映像を投影できるリアルサイ
ズプロジェクターなどの先端機器を完
備している。

建築概要
名称	 大阪教育大学	天王寺キャンパス	みらい教育共創館
所在地	 大阪府大阪市天王寺区南河堀町4-88
施主	 国立大学法人	大阪教育大学、大阪市
設計	 株式会社内藤建築事務所
施工	 建築　株式会社松村組
	 電気　中央電設株式会社
	 機械　三機工業株式会社
竣工年月	 2024年1月
敷地面積	 45,572.35㎡
建築面積	 816.43㎡
延床面積	 6,066.79㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上10階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS497BP、	 CFS498BYLC
ウォシュレット	アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF583*AU系
ウォシュレット	アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF584*AUP系
壁掛ハイバック洗面器：LSG125AA／洗面器：L532／手洗器：LSE570BSF系
台付自動水栓：TLE26*06J系／自動水石けん供給栓：TLK07S01JA
コンパクトオストメイトパック：UAS81RSB2NW／背もたれ：EWC283CR
フィッティングボード：YKA41R／化粧鏡：YM4560F、YMK51K

オールジェンダートイレ図面
１Fオールジェンダートイレ計画のポイントは「回遊型」と「個室完結型」。回遊型で
初めての利用者や異性同士のすれ違いに配慮。個室完結型とし、すべての利用
者が安心して利用できるようプライバシーに配慮した。

水まわりの特長
建物の特徴
「大阪教育大学」は、教員伝習所を起源とし、2024（令和6）年に創基150周年を
迎える歴史と伝統を有する国内有数の国立大学。大阪府柏原市の金剛生駒紀
泉国定公園内に約67万㎡のメインキャンパスを、大阪都心に天王寺キャンパスを
擁する。2024（令和6）年春、国際都市として交通アクセスに優れる天王寺キャンパ
ス内に、「日本の教育課題に対応し、新たな未来教育を創造する産官学連携によ
る共創拠点」をコンセプトとする「みらい教育共創館」を大阪市との協働で完成。
大阪教育大学と大阪市の合築施設として、1～5Fは大阪教育大学みらい教育共
創拠点、6～10Fは大阪市総合教育センターで構成。産官学連携により、日本の教
育の未来を変えていくシンボル的な存在となることをめざしている。

水まわりの特長
「みらい教育共創館」の建築構想や文部科学省より「令和の日本型学校教育」
を担う教師の育成を先導する教員養成フラッグシップ大学に指定されたことが契
機となり、館内設計にはダイバーシティの観点が随所に取り入れられている。特に
トイレは、その姿勢を象徴する施設になり得ることから「多様性を認める社会の実
現をめざし、だれもが安心して快適に利用できるトイレ」がコンセプトとされた。1Fに
は、オールジェンダートイレを設置。学内外の利用者にむけて教育的効果を含め波
及効果を図っている。トイレゾーンには、個室完結型の大便器ブースのほか、バリ
アフリートイレや授乳室、洗面コーナー、スタイリングコーナーを設置し、すべての利
用者が快適に使用できるよう配慮されている。

外観 2024（令和6）年4月、天王寺キャンパス
に大阪市との協働による「みらい教育
共創館」を開設。1～5Fは大阪教育大
学みらい教育共創拠点、6～10Fは大
阪市総合教育センターで構成され、未
来教育へのシンボル的存在となる。
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